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令和 6 年 12 月 10 日から 12 日までの 3 日間、山江村議会 12 月定例会が開催され、発
議１件、承認１件、同意１件、諮問１件、条例・予算１５件が原案どおり可決されました。

令和６年第６回　山江村議会定例会

質 疑 答 弁
白川議員
　住宅使用料が当初予算の倍額となっている
が、その理由は？

総務課長
　災害派遣職員の滞在先変更に伴う家賃の増額。

■専決処分事項に関する承認
　衆議院議員総選挙に係る経費について、緊急に予算措置する必要があったため、歳入歳出そ
れぞれ 4,512 千円を追加し、10月 2日に専決処分したもの。

■山江村固定資産評価委員の選任に関する同意
　10月の人事異動に伴い、現税務課長の今村禎志氏を同意することに決定した。

■山江村人権擁護委員の推薦に関する意見を求めること
　現委員の任期満了に伴い、新たに稲田千代香氏（第９区）を適任と認め推薦するもので、法
律の規定により、議会の意見を求めるもの。

■山江村電気自動車用急速充電器の設置及び管理に関する条例の制定について
　山江村役場の敷地内に電気自動車用急速充電器を設置することに関して、新たに条例を制定
したもの。

■山江村税条例の改正
　納税者の便益及び税負担の平準化を図るにあたり、各税の納期を変更するため条例の改正を
したもの。

■令和６年度山江村一般会計補正予算（第５号）
　農道の補修工事や電気自動車の導入など、歳入歳出にそれぞれ 75,400 千円を追加し、歳入
歳出それぞれ 5,243,833 千円とするもの。

 可決した主なものは

■令和６年度山江村特別会計国民健康保険事業補正予算（第２号）
　システム改修に係る国庫補助金の増額など、歳入歳出にそれぞれ 2,237 千円を追加し、歳入
歳出それぞれ 395,537 千円とするもの。

■令和６年度山江村特別会計介護保険事業補正予算（第２号）
　会計年度任用職員の手当など、歳入歳出にそれぞれ 380 千円を追加し、歳入歳出それぞれ
597,842 千円とするもの。

■令和６年度山江村簡易水道事業会計補正予算（第３号）
　各水源地等電気代 3,840 千円など、収益的支出の予定額を 5,335 千円補正するもの。

■令和６年度山江村農業集落排水事業会計補正予算（第２号）
　処理場費 800 千円など、収益的支出の予定額を 893 千円補正するもの。
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一般質問村政を問う！ 定例会



　

耳
が
聞
こ
え
に
く
く
な
っ

て
、
困
っ
て
い
る
高
齢
者
が
ど

の
く
ら
い
お
ら
れ
る
の
か
。

　

包
括
職
員
に
よ
る
訪
問
調
査

で
は
、
訪
問
全
体
の
約
20
％
の

方
が
老
化
に
よ
り
聞
こ
え
に
く

い
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
の
結

果
で
あ
る
。

　

安
心
な
暮
ら
し
の
た
め

に
、
補
聴
器
購
入
費
の
一
部
助

成
の
考
え
は
な
い
か
。

　

介
護
予
防
の
面
か
ら
重
要
で
あ

り
、
聴
力
に
不
安
を
持
つ
方
の
検

診
の
予
算
化
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

本
事
業
が
一
過
性
で
な
く
、 

持
続
的
に
活
性
化
を
果
た
し
て

行
く
た
め
に
は
、
や
ま
え
栗

の
生
産
量
確
保
が
必
要
不
可
欠

で
、そ
の
た
め
の
振
興
施
策
は
。

木
、
品
種
転
換
の
推
進
な
ど
樹

園
地
の
集
約
、
集
積
化
を
図
り

な
が
ら
、
生
産
量
の
増
産
に
努

め
、
栗
の
安
定
確
保
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

　

地
理
的
表
示
登
録
に
よ
る

商
品
の
差
別
化
要
因
の
明
確

化
、
ブ
ラ
ン
ド
の
方
向
性
、
販

売
戦
略
の
検
討
を
行
い
、
魅
力

あ
る
商
品
開
発
で
販
売
商
品
を

増
や
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
や

ネ
ッ
ト
販
売
に
よ
り
、
農
家
所

得
、
栗
産
業
の
振
興
を
図
る
考

え
は
な
い
か
。

　

石
蔵
活
用
拠
点
整
備
事
業
に

は
、
民
間
事
業
者
の
参
画
も
計
画

し
て
お
り
、
連
携
し
な
が
ら
魅
力

あ
る
や
ま
え
栗
の
商
品
開
発
、
販

売
に
取
組
み
、
反
響
の
多
い
商
品

が
で
き
た
と
き
に
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
な
ど
販
売
戦
略

と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

横谷　巡 議員

■ 高齢者への補聴器購入費の
　 助成を！
　　■ 石蔵活用拠点整備事業の
　　　 賑わい創出は！

　

本
事
業
の
こ
れ
か
ら
の
村
づ

く
り
に
向
け
た
位
置
付
け
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　

村
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
り
、
基
本
計
画
策
定
中

で
、
そ
の
準
備
を
い
ま
着
々
と

進
め
て
い
る
。

　

施
設
そ
の
も
の
を
よ
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
石

蔵
を
活
用
し
た
「
栗
の
駅
」
と

言
っ
た
方
が
イ
メ
ー
ジ
が
湧

き
、
こ
こ
を
拠
点
と
し
て
、
農

村
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
な

ど
、
幅
広
い
話
し
合
い
の
核
と

な
る
施
設
・
事
業
で
あ
り
、
必

ず
成
功
す
る
よ
う
に
導
い
て
い

け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

石蔵活用拠点整備事業の計画地

　

耕
作
放
棄
地
に
な
り
得
る
水

田
等
の
新
植
に
係
る
実
証
実
験

の
情
報
提
供
、
気
候
変
動
に
対

応
し
た
晩
生
の
品
種
を
増
産
す

る
指
導
、
新
植
、
改
植
、
接
ぎ

答
　
村
　
長

補
聴
器
購
入
費
の
一
部

助
成
の
考
え
は

石
蔵
活
用
拠
点
整
備
事

業
に
よ
る
活
性
化
は

魅
力
あ
る
商
品
開
発
で

販
売
戦
略
の
構
築
を

こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り

に
向
け
た
位
置
づ
け
は

耳
の
不
自
由
な
高
齢

者
の
実
態
調
査
は

答
健
康
福
祉
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

問

問

問

問

問

答
産
業
振
興
課
長

答
企
画
調
整
課
長

令和７年１月31日発行 山江村議会だより3

一般質問村政を問う！ ※一般質問の内容は質問した議員の責任により議員の原
稿のまま掲載しています



　

数
年
前
よ
り
こ
の
計
画
が
出

て
い
る
が
、
現
在
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

平
成
29
年
３
月
に
策
定
し
た

計
画
で
は
、
今
あ
る
資
源
を
最

大
限
に
活
用
し
、
山
江
村
全
体

を
大
き
な
総
合
公
園
と
み
な
し

た
「
山
江
ま
る
ご
と
公
園
」
を

基
本
理
念
と
し
、
村
内
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
に
合
わ
せ
、「
山
田

エ
リ
ア
」「
丸
岡
エ
リ
ア
」「
万

江
エ
リ
ア
」
に
分
け
、
エ
リ
ア

ご
と
に
整
備
方
針
定
め
て
検
討

を
進
め
て
い
る
。

「
山
田
エ
リ
ア
」
に
つ
い
て

は
、
穏
や
か
な
時
が
流
れ
る

田
園
空
間
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
フ
ッ
ト
パ
ス
イ
ベ
ン
ト
の

本田　りか 議員

■ 山江村における脱炭素に向けた
　 　取り組みについて 
　■ 「山江村総合公園基本計画」
　　 について
　　■ 村営住宅の補修工事について

「
山
江
村
総
合
公
園
基
本

計
画
」
の
進
捗
状
況
は

問答
企
画
調
整
課
長

万江川万江川

○エリア整備 針

〔整備 針〕
万江川の清流と触れ合いやすくなるととも
に、清流の美しさを安全に堪能できる空間
づくりを います。

〔整備内容〕
① 辺に近づきやすいアプローチを整備し
 ます。
② を停められる駐 場を整備します。
③川遊び後に利 できるコイン式シャワー
 や更 室、 洗い場を整備します。
④ 難事故発 時に備えた保安設備の設置
 します。
⑤川遊びの初 者コースと位置づけた観光
 プログラムの作成します。

清 流 が 流 れ る せ せ ら ぎ 空 間
万 江 エ リ ア

〔整備 針〕
豊かな 然を活かして、家族で 常的に楽
しく使えたり、イベント時には利 者が賑
わう空間づくりを います。

〔整備内容〕
①開放感のある三の丸広場をさらに使いや
 すく整備します。
②多 的利 がしやすくなるように農村広
 場を整備します。
③ 供たちが集える笑顔があふれる遊び場
 を整備します。
④公園内通路を安全に歩けるように整備し
 ます。

花 と 眺 望 が 広 が る 彩 の 丘
丸 岡 エ リ ア

〔整備 針〕
のんびりと 然と戯れながら散策できたり、
 同 の交流が盛んになるような空間づく
りを います。

〔整備内容〕
①  川堤防沿いを歩きやすく楽しい空間
 とします。
②役場周辺の空間を周辺施設と 体的に繋
 げて が集える空間とします。
③穏やかに流れる  川を活 して、 上
 スポーツを楽しめる空間を整備します。
④グリーンツーリズムと連携した 舎遊び
 プログラムを作成します。
⑤ 江村の情報発信の場となる空間づくり
 を います。

穏やかな時が流れる  園空間
  エ リ ア

○総合公園基本計画の理念
 豊かな 然、上質な特産物、 化財など、 江村には様々な資源が豊富に
あります。その  で、 供たちが遊べる場所や村 が集える場所が少なかっ
たりするなど、村内のアクティビティにおける課題があります。
 このような状況を踏まえて、「今ある資源」を最 限に活 し、 江村全体
を きな総合公園とみなした「 江まるごと公園」を基本理念として、総合
公園計画を策定します。
 村 のみならず、球磨地域 円の たちも集える 夫を うとともに、 
江村らしい総合公園を 指しています。

○ 江村が 指す総合公園
  江村が 指す総合公園とは、村内に点在する様々な
資源が「ネットワーク化された公園」です。

  江村の総合公園は、村 でできることややりたい事
などを共有しながら、試 錯誤を いながら作っていき
ます。

○総合公園のつくり 

○公園計画における問題点と地元の意 
〔問題点〕
 ・ 供が遊べる場所が少ない。
 ・既存遊具施設の 朽化。
 ・東  向の動線が弱い。
 ・案内サインが少ない。
 ・ 江村の財政状況。

〔住 アンケートの主な意 〕
 ・近くで遊べる場所が欲しい。
 ・球磨地域から が集まる公園。
 ・村内の既存ストックを活かした公園。
 ・ 然を活かした公園。
 ・村の財政に 合った公園。
 ・維持管理を踏まえた公園。

○個別整備 針
①既存ストックを活 した公園づくりを います。
 今よりも使いやすく魅 的にすることを 針として、公園づくりを います。
②東  向へのアクセス性の向上を図ります。
  江村全体の回遊性向上のために、万江地区と  地区のアクセス性を良くします。
また、万江 丸岡   を結ぶフットパスコースを構築します。
③分かりやすさや 体性を創出します。
 村全体の統 性を図って 体感のある雰囲気を創出するために、村のテーマカラー
を設定します。村のサイン計画や、各エリアの整備のテーマカラーとして活 します。
④維持管理を踏まえた公園づくりを います。
 公園管理に関する費 削減を踏まえた公園づくりとします。魅 的な総合公園とす
るために、村と地域の連携を図りながら、望ましい管理運営を検討します。

＜持続可能な管理運営のための取り組み＞
 ○管理運営に参画する地元住 へのインセンティブを付与します。
  （例：施設利 に関する割引券や優待券、特産品等の付与、表彰、など）
 ○できることは地元の によって公園づくりを実施します（セルフビルドの導 ）。
  （例：公園の芝 張り、ベンチ製作、簡易救命器具の製作、など）
 ○公園づくりに必要な建設資材の寄付を募ります。
  （例：ウッドデッキの天板材、レンガ、タイルなど、寄付者の名前を資材に刻印）
 ○持続可能な公園管理運営を実現するための協議会を ち上げます。
  （例：「 江まるごと公園協議会」とし、管理運営に関する協議を う）

【 江村が 指す総合公園】
村内に広がる様々な既存の
施設や資源を結びつけた
ネットワーク型の公園。

【 般的な総合公園】
ひとつの場所に様々な施設
が集約された きな公園。

山田川

ボンネットバス
マロン号

現況の河川空間を役場側に滲
み出させる工夫を行い、周辺
施設との一体的な利用を促進
させる。

健康の駅、マロン号
に挟まれた空間を緑
地化し、山田川の水
辺と空間的に繋げる。

えほんの森と水辺を結びつけ、
河岸で青空紙芝居など、水辺
と触れ合う機会を増やす。

役場

体育館

歴史民俗資料館
(えほんの森 )

健康の駅

子供たちが気軽
に遊びに来れる
ような空間を整
備する。

既存の河川敷公園を活用して、
フットパスコースの休憩拠点と
して空間整備を行う。

日向瀬橋～合戦峰橋の両岸堤防
沿いを、川を感じながら歩ける
遊歩道として位置づける。

直線的な川の流れを活かして、
カヌーなど水上スポーツを楽
しめる空間として整備する。

日向瀬橋周辺の空間をフットパス
コースの休憩拠点として空間整備
を行う。

日向瀬橋

合戦峰橋

山田川

トイレ・駐車場

万江川

既存のトイレ、駐車場、水
辺へ降りる階段を活用しつ
つ、コイン式のシャワー・
更衣施設や足洗い場を整備
することで、水辺と親しみ
やすい空間をつくる。

万江川と淡島神社を一体
的な空間として整備し、
下流側の河原との回遊性
を向上させる。

淡島神社

山江温泉ほたる

万江川

下之段橋

ゲートボール場

ゲートボール場のオープンス
ペースと万江川までのアプロー
チを一体的に繋げて、オープン
スペースの有効活用をはかる。

山江温泉ほたる周辺
の空間を、万江エリ
アに入場するゲート
として位置づける。

山江温泉ほたる～万江川
の回遊性を促す。

下之段橋上下流の河原を使って水
と親しめる空間を整備することで、
水辺空間を温泉施設側へ引き込む。

表情豊かな万江川で川遊びがしやすい空間
づくりを います。

温泉施設と万江川を 体的に楽しめる空間
づくりを います。

 供たちの笑顔と笑い声があふれた遊び場
の整備や、農村広場の利便性を向上させて、
現在よりも使いやすくします。

グラウンドの排水
性を改善するとと
もに、イベント時
に人が集いやすい
空間づくりをおこ
なう。

様々なスポーツ大
会に対応できるよ
うな広場を確保す
るとともに、運動
しやすい環境を整
える。

二の丸広場を活用し
て、子供たちが遊べる
広場づくりを行う。

農村広場

三の丸広場

山江村における良好な視点
場である三の丸広場から見
える風景を、さらに印象深
く見せるための仕掛けづく
りを行う。

二の丸広場

丸岡エリア整備重要拠点

【丸岡公園】【 江温泉「ほたる」周辺】 【淡島神社周辺】

万江エリア整備重要拠点

フットパスコースと連携して歩いて楽しい
空間とし、穏やかな川の流れを活 して 
上スポーツを楽しめる空間とします。

えほんの森、体育館、ボンネットバスマロ
ン号、  川を 体的に繋げて、賑わいの
ある空間をつくります。

【  川堤防沿い (合戦峰橋  向瀬橋 )】 【 江村役場周辺】

  エリア整備重要拠点

丸岡エリア

  エリア

N
0 1 2km

万江エリア万江エリア

淡島神社周辺淡島神社周辺

 江温泉「ほたる」周辺 江温泉「ほたる」周辺

  川堤防沿い  川堤防沿い

丸岡公園丸岡公園

 江村役場周辺 江村役場周辺

  エリア

丸岡エリア

 江 村 そ の も の が  然 豊 か な 総 合 公 園

 江 村 総 合 公 園 基 本 計 画

山 江 ま る ご と 公 園

会
」
で
親
水
公
園
候
補
地
の
現

地
調
査
を
実
施
し
た
。

　

今
後
の
計
画
と
し
て
、
丸
岡

公
園
に
お
い
て
は
近
年
、
サ
ッ

カ
ー
場
と
し
て
農
村
広
場
の
利

用
も
増
え
て
い
る
事
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
整
備
の
検

実
施
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
丸
岡
エ
リ
ア
」
に
つ
い
て

は
、
花
と
展
望
が
広
が
る
色
の

丘
と
し
て
、
桜
や
ツ
ツ
ジ
の
維

持
管
理
を
進
め
な
が
ら
、
環
境

整
備
に
努
め
て
い
る
。

「
万
江
エ
リ
ア
」
に
お
い
て

は
、
清
流
が
流
れ
せ
せ
ら
ぐ
空

間
と
し
て
、
親
水
公
園
の
整
備

の
検
討
も
進
め
て
お
り
、
令

和
３
年
度
に
は
「
親
水
公
園

資
料
策
定
業
務
」
に
着
手

し
、
今
年
度
に
お
い
て
は
「
山

江
村
総
合
公
園
建
設
検
討
委
員

討
を
進
め
て
い
る
。「
万
江
エ

リ
ア
」
に
お
い
て
は
、
令
和
２

年
７
月
豪
雨
か
ら
の
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
は

河
川
整
備
計
画
に
よ
り
県
の
工

事
も
進
め
ら
れ
る
事
か
ら
、
万

江
川
の
河
川
管
理
者
で
あ
る
熊

本
県
と
連
携
し

な
が
ら
、
親
水

公
園
の
整
備
に

向
け
て
協
議
を

進
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

※
他
に
「
山

江
村
に
お
け
る

脱
炭
素
に
向
け

た
取
り
組
み
に

つ
い
て
」「
村

営
住
宅
の
補
修

工
事
に
つ
い

て
」質
問
し
た
。
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今
後
予
想
さ
れ
る
児
童
生
徒

数
の
推
移
は
。

　

不
登
校
の
実
態
は
。

　

令
和
６
年
度
は
、
小
学
校
１

名
、
中
学
校
２
名
。

　

登
下
校
の
安
全
対
策
は
。

　

毎
年
の
通
学
路
点
検
、
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
見
守
り
登

校
、
異
常
気
象
時
は
正
確
な
情

報
で
判
断
し
、
子
供
た
ち
の
命

を
守
る
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　

温
泉
施
設
の
不
動
産
鑑
定
が

実
施
さ
れ
た
、
運
営
に
つ
い
て

の
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
の

か
。

　

時
期
を
迎
え
た
施
設
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
燃
料
な
ど
固
定

経
費
の
削
減
の
た
め
新
し
い
泉

源
の
掘
削
、
更
に
民
間
移
行
な

ど
様
々
な
情
報
を
収
集
し
、
方

向
性
を
検
討
し
て
行
く
。

　

県
道
坂
本
人
吉
線
の
整
備
状

況
は
。

　

神
園
地
区
の
舗
装
と
安
全
施

設
、
淡
島
地
区
の
道
路
嵩
上

げ
、
白
岳
地
区
の
落
石
防
護

柵
、
大
川
内
地
区
の
舗
装
と
防

護
柵
の
設
置
な
ど
。

　

淡
島
地
区
か
ら
葛
地
区
ま
で
の

支
障
木
伐
採
の
要
望
の
考
え
は
。

　

県
に
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
緊

急
性
が
あ
る
樹
木
に
つ
い
て
は

速
や
か
に
伐
採
を
行
う
。
そ
れ

以
外
は
、
所
有
者
へ
伐
採
を
お

願
い
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

民
間
移
行
後
も
使
用
料
の
減

免
措
置
は
引
き
続
き
受
け
ら
れ

る
の
か
。

　

移
行
後
の
減
免
等
の
措
置

は
、
生
保
世
帯
や
75
歳
以
上
の

高
齢
世
帯
等
の
負
担
軽
減
に
向

け
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
移
行
先
と
協
議
を
行
い
村

単
独
の
支
援
と
し
て
検
討
す
る
。

白川　俊博 議員

■ ■ 村内小中学校の現状について村内小中学校の現状について
■ ■ やまえ温泉ほたるの運営状況についてやまえ温泉ほたるの運営状況について
　　■ 　　■ 県道の整備と維持管理について県道の整備と維持管理について
　　■ 　　■ ケーブルテレビの利用内容についてケーブルテレビの利用内容について

答
　
村
　
長

答
　
村
　
長

答
建
設
課
長

答
建
設
課
長

　

近
年
の
温
泉
施
設
の
利
用
者

数
は
。

　

施
設
周
り
の
環
境
維
持
は
。

　

施
設
周
辺
は
休
館
日
に
職
員

で
清
掃
、
山
林
の
樹
木
等
は
所

有
者
へ
伐
採
願
う
。

答
企
画
調
整
課
長

答
企
画
調
整
課
長

答
教 

育 

長

答
教 

育 

長

答
教 

育 

長

安
全
な
登
下
校
は

“
道
路
点
検
”“
見
守

り
”“
正
確
な
判
断
”

今
後
は
、
施
設
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル・新
し
い
泉
源
掘
削・

民
間
移
行
な
ど
検
討

問問

問問

問

問問

問

問

危
険
な
支
障
木
は
伐
採
へ

民
営
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、

減
免
措
置
の
継
続
を
検
討

年度 利 用 客
令和元年 11万6千人

令和２年 8万6千人

令和３年 10万人

令和４年 11万人

令和５年 9万2千人

令和６年 5万人（9月末） 見守りボランティアと
登校する山田小の児童

駐車場も満杯の
温泉ほたる 

危険な支障木が繁茂
する県道坂本人吉線

年度 児童
生徒数

令和　７年 305人

令和　８年 292人

令和　９年 287人

令和１０年 266人

令和１１年 248人
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赤坂　修 議員
　

水
は
け
な
ど
の
状
況
や
条
件

が
悪
い
水
田
に
つ
い
て
は
作
業

委
託
先
が
見
つ
か
ら
な
い
。
米

を
作
り
た
い
が
水
は
け
や
深
く

な
っ
て
耕
作
で
き
な
い
と
い
う

よ
う
な
意
見
や
状
況
を
把
握
し

て
い
る
か
。

　

水
は
け
等
の
対
策
に
つ
い
て

は
意
見
や
話
は
聞
い
て
い
る
が

具
体
的
な
対
策
に
ま
で
、
現
在

の
と
こ
ろ
至
っ
て
い
な
い
。

　

水
田
の
圃
場
整
備
に
つ
い
て

は
、
個
人
で
の
対
応
に
な
る
と

思
う
が
今
現
在
何
か
支
援
策
は

考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

　

本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
稲

作
の
圃
場
を
守
り
、
次
世
代
へ

つ
な
い
で
い
く
た
め
に
何
ら
か

の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
る
が
補
助
が
で
き
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
財
政
面

の
こ
と
、
個
人
の
財
産
と
い
う

こ
と
も
あ
る
た
め
、
慎
重
に
な

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
る
が
、
調
査
、
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

旧
栗
選
果
場
で
練
習
し
て
い

る
ス
ケ
ボ
ー
ク
ラ
ブ
に
対
し
て

解
体
に
伴
う
対
応
は
。

　

令
和
７
年
度
か
ら
の
賃
貸
契

約
は
行
わ
な
い
と
い
う
通
知
を

し
た
。

　

旧
栗
選
果
場
の
清
掃
や
手
作

り
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
活
動
さ
れ

て
い
る
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
村
の

石
蔵
活
用
拠
点
整
備
事
業
に
伴

う
旧
栗
選
果
場
解
体
と
い
う
こ

と
で
の
撤
去
と
い
う
こ
と
も
あ

り
行
政
と
し
て
丁
寧
な
対
応
を

お
願
い
し
た
い
と
思
う
が
。

■ 圃場整備について
　■ わいわいクリスポやまえ
　　  「スケボークラブ」について

　

適
切
な
場
所
を
探
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
そ
の
場
所
が
村
有

地
、
公
共
施
設
で
あ
れ
ば
そ
の

借
用
に
つ
い
て
も
前
向
き
に
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

ス
ケ
ボ
ー
ク
ラ
ブ
の
方
が
私

の
所
へ
来
て
直
訴
が
あ
っ
て
旧

栗
選
果
場
を
練
習
場
所
と
し
て

一
年
契
約
で
安
全
面
に
注
意
を

し
て
も
ら
い
な
が
ら
活
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
石
蔵
活
用

拠
点
整
備
事
業
の
計
画
に
よ
り

追
い
出
す
形
に
な
っ
た
が
、
ク

リ
ス
ポ
と
い
う
こ
と
で
教
育
委

員
会
の
管
轄
で
も
あ
り
、
諸
々

ど
の
よ
う
な
場
所
が
い
い
の
か

と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
相
談

に
乗
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

答
　
村
　
長

ス
ケ
ボ
ー
練
習
場
所
の

支
援
を

水
田
の
改
良
支
援
を

問

問

問

問

答
産
業
振
興
課
長

答
産
業
振
興
課
長

答
総
務
課
長

答
総
務
課
長
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鳥
獣
害
対
策
は
各
種
の
補
助

金
に
よ
り
捕
獲
頭
数
が
増
加
し

て
お
り
効
果
が
見
ら
れ
る
が
、

捕
獲
隊
の
現
状
と
課
題
を
伺

う
。

　

捕
獲
隊
は
46
名
で
平
均
年
齢

は
66
・
３
歳
、
若
い
方
も
増
加

し
て
い
る
が
60
代
、
70
代
の
方

が
多
い
。
実
際
の
活
動
人
員
を

増
や
す
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　

国
は
Ⅰ
C
Ｔ
技
術
を
取
入

れ
て
捕
獲
の
省
力
化
と
自
治
体

の
負
担
軽
減
を
図
る
新
事
業
を

展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

本
村
に
お
い
て
も
ス
マ
ー
ト
捕

獲
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

　

罠
の
見
回
り
な
ど
の
軽
減
に

繋
が
る
。
補
助
事
業
を
見
つ
け

な
が
ら
導
入
に
向
け
て
調
査
を

進
め
る
。

　

狩
猟
免
許
更
新
時
に
必
要
な

経
費
を
新
た
に
補
助
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　

銃
の
免
許
所
持
者
は
25
名
捕

獲
頭
数
の
実
績
や
近
隣
の
自
治

体
の
動
向
も
見
な
が
ら
検
討

す
る
。

　

猟
銃
用
の
弾
頭
や
車
の
燃
料
も

高
騰
し
て
い
る
。
補
助
金
の
増
額

改
定
を
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

ど
れ
く
ら
い
有
害
鳥
獣
対
策

と
し
て
動
か
れ
る
か
が
基
準
に

な
る
。
周
り
の
町
村
と
金
額
を

合
わ
せ
る
必
要
も
あ
る
。
猟
友

会
の
方
々
と
の
意
見
交
換
に
よ

り
聞
き
取
り
な
が
ら
検
討
し
て

い
け
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　

山
江
村
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

の
現
状
と
課
題
、
更
に
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
へ
向
け

た
基
本
的
な
方
針
を
伺
う
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
抑
制
な
ど

脱
炭
素
の
村
民
認
知
度
は
７
割

程
度
あ
る
が
、
導
入
割
合
は
導

入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
１
％
未

満
。
住
民
の
脱
炭
素
行
動
を
促

す
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
。
脱

炭
素
を
活
用
し
て
自
然
環
境
の

保
全
、
環
境
意
識
の
向
上
、
次

世
代
へ
の
教
育
、
雇
用
の
促
進
、

雇
用
機
会
の
創
出
等
地
域
課
題

の
解
決
を
図
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

地
産
地
消
に
向
け
た
仕
組
み
づ

く
り
と
地
域
振
興
に
取
り
組
む
。

　

山
江
村
は
３
億
５
千
万
円
の

電
気
代
を
外
部
に
出
し
て
い

る
。
山
江
村
で
17
メ
ガ
の
発
電

力
が
あ
れ
ば
賄
え
る
。
加
え
て

台
風
や
地
震
等
の
災
害
時
に
も

独
自
の
電
力
が
取
れ
る
。
又
、

森
林
経
営
計
画
に
基
づ
い
て
山

を
手
入
れ
す
る
と
C
O
２
を
多

く
出
し
て
い
る
会
社
に
１
反
当

た
り
５
、６
万
円
の
Ｊ
ク
レ
ジ

ッ
ト
と
し
て
売
る
こ
と
も
で
き

る
。
そ
の
よ
う
な
総
合
的
な
取
り

組
み
に
よ
り
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
。

　
※
こ
の
他
に
「
児
童
生
徒
の

不
登
校
問
題
に
つ
い
て
」
質
問

し
た
。

北田　愛介  議員

■ 有害鳥獣捕獲に対する支援の充実を
　　■ 山江村エネルギー計画の
　　　 具体的な政策を伺う
　　　　■ 不登校問題について

鳥
獣
害
対
策
の
現
状

と
課
題
は

捕
獲
隊
に
対
す
る
補
助
金

改
定
が
必
要
で
は
な
い
か

エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か

問問

問

問問 答
　
村
　
長

答
　
村
　
長

答
産
業
振
興
課
長

答
産
業
振
興
課
長

答
産
業
振
興
課
長

答
企
画
調
整
課
長
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３
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山
江
村
議
会
だ
よ
り
「
ま
る
お
か
」  

第 

95 

号

議員活動の一コマ
第２回熊本県町村議会議員研修会

　村
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で

健
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
議

会
及
び
広
報
活
動
に
対
し
ま
し
て
は
、

ご
理
解
と
ご
協
力
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　ま
た
、
昨
年
発
生
し
ま
し
た
能
登
半
島

地
震
、
豪
雨
災
害
の
甚
大
な
被
害
に
対
し

ま
し
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　12
月
議
会
定
例
会
を
中
心
と
し
た
「
広

報
ま
る
お
か
」
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　議
会
で
の
各
議
員
の
活
動
、
発
言
、
委

員
会
の
協
議
審
査
内
容
を
村
民
の
皆
様
に

ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　一
般
質
問
、
議
決
議
案
は
い
ず
れ
も
皆

様
の
生
活
に
直
結
す
る
極
め
て
大
事
な
も

の
で
あ
り
ま
す
。
わ
か
り
や
す
い
表
記
に

努
め
て
お
り
ま
す
が
、
お
読
み
い
た
だ
き

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

　今
年
も
活
発
な
議
会
活
動
を
お
伝
え
す

る
た
め
、
工
夫
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
山
江
村
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
】

委 

員 

長
／
本

　田

　り
か

委 

　

 

員
／
白

　川

　俊
博

久
保
山

　直
巳

 

北

　田

　愛
介

（
文

　責

　久
保
山

　直
巳
）
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